
Ⅰ.  パレストリーナ：教皇マルチェルスのミサより
　Giovanni Pierluigi da Palestrina: Missa Papae Marcelli (excerpts)

1. キリエ　 Kyrie

2. グローリア　Gloria    

3. サンクトゥス～オザンナ   Sanctus - Hosanna 
 

Ⅱ.  Ⅱ.  グレゴリオ聖歌／プリンスルー：サルヴェ・レジーナ
　　  Cantus Gregorianus/ Franco Prinsloo: Salve regina

1. グレゴリオ聖歌：サルヴェ・レジーナ
　 Cantus Gregorianus: Salve regina

2. プリンスルー：サルヴェ・レジーナ　（日本初演）       
　 Prinsloo: Salve regina   (Japan premiere)

Ⅲ.  ブラームス：５つの歌　作品
　　Johannes Brahms: Fünf Gesänge, Op. 104

1. 夜警 Ⅰ 　 Nachtwache I 

2. 夜警 Ⅱ 　   Nachtwache II

3. 最後の幸福　    Letztes Glück

4. 失われた青春 　   Verlorene Jugend

5. 秋に　   Im Herbst

Ⅳ.  モーツァルト：証聖者の荘厳晩課 K.
　　Wolfgang Amadeus Mozart: Vesperae solennes de Confessore, K.339　　　
　　　　　　　　　　　　　

1. 主は言われる  Dixit
2. 主をほめまつる  Confitebor
3. 幸いなるかな   Beatus vir
4. 4. ほめたたえよ、しもべ達よ   Laudate pueri
5. 主をほめたたえよ   Laudate Dominum
6. 我が心は主をあがめ     Magnificat

　　　　

指揮： 齋藤友香理

独唱（Ⅳ）： 大村博美（ソプラノ）  　家田紀子（アルト）                    
　　　　　　千代崎元昭（テノール）    山口統央（バス）

              

室内楽（Ⅳ）：プリエール室内オーケストラ       
 

合唱：クール・プリエール
   

休憩 
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プログラム
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Ⅱ. グレゴリオ聖歌／プリンスルー：　サルヴェ・レジーナⅠ. パレストリーナ：　教皇マルチェルスのミサより

プログラム解説

第ステージでは、南アフリカの現代作曲家・指揮者フランコ・プリンスルー
（～）の合唱曲「サルヴェ・レジーナ」を日本初演する。また、その前
に、同曲の背景となるグレゴリオ聖歌「サルヴェ・レジーナ」を歌う。
グレゴリオ聖歌は、中世の西欧で形成された単旋律の教会音楽であり、西欧音グレゴリオ聖歌は、中世の西欧で形成された単旋律の教会音楽であり、西欧音
楽の源とも言える。「サルヴェ・レジーナ」（直訳すれば、『めでたし、女
王』という意）は、世紀頃に書かれた聖母マリアへの祈りの聖歌で、カトリ
ック修道院での聖務日課の終わりに歌われる美しい曲である。クール・プリエ
ールでは、前常任指揮者で、年間の修道生活も経験された黒岩英臣氏の指導
のもと、長年グレゴリオ聖歌に取り組んできており、この曲は年前に演奏して
いる。今回は、グレゴリオ聖歌に初挑戦する齋藤先生の指揮により、現代の同
名曲との対比という形で歌う。名曲との対比という形で歌う。
続いて演奏する「サルヴェ・レジーナ」の作曲家プリンスルーは、南アフリカ
の行政首都プレトリア出身で、近年、多くの受賞により、世界で急速に注目を
浴びているマルチ・タレントの若い音楽家である。年にはセミ・プロフェ
ッショナルの室内合唱団を設立・指揮し、コンクールでの受賞を重ねている。
南アフリカ自体が、その国家形成の歴史から、非常に多様な音楽文化の背景を
持つように、彼自身が手掛ける音楽分野も変化に富んでおり、「異質な伝統を
彼自身のイディオムの中に吸収し、統合する」とも評される。合唱関係には特
に注力しており、国内外の多くの著名合唱団から作品を委嘱・演奏されてに注力しており、国内外の多くの著名合唱団から作品を委嘱・演奏されてい
る。年には、キングス・シンガーズの演奏会のために、彼のミュージカル 
「Naledi - An African Journey」 からの１曲「Pula! Pula!」が委嘱された。
本日演奏する「サルヴェ・レジーナ」は年に作曲されたもので、歌詞は
グレゴリオ聖歌の同名曲によるもの。冒頭、グレゴリオ聖歌風のパート独唱で
始まり、素朴で美しいハーモニーの旋律が綴られていく。やがて女声が「O 
clemens, o pia, o dulcis...」からの句を輪唱風に口々に歌い継ぎ、折り重なっ
て高揚の極みに達した後、再び静寂に戻る。その親しみ易い美しさと演奏効果
が評価され、南アフリカだけでなく、欧州、中南米、東南アジアなど世界各国
の合唱団で続々と演奏され始めている。同曲を知るきっかけとなったのも、
youtubeにアップされた演奏会録画を見てのこと。楽譜は、直接プリンスルーyoutubeにアップされた演奏会録画を見てのこと。楽譜は、直接プリンスルー氏
に連絡し、デジタル・コピーで入手した。クール・プリエールの過去の演奏録
画を紹介したところ、「so musical and phrasing is lovely !」とのことで、本
日の演奏録画を心待ちにしているとのこと。さて、本日の演奏が、彼の期待に
応えるものになりますように。　　　　   　　　　　　　　　　　（橋本光廣）

本日最初のステージは、イタリア・ルネサンス後期の作曲家ジョヴァンニ・ピ
エルルイージ・ダ・パレストリーナ(?～)の「教皇マルチェルスのミサ」
から、曲を抜粋して演奏する。
パレストリーナは、ローマ教皇の礼拝堂を中心に活動したローマ楽派の代表パレストリーナは、ローマ教皇の礼拝堂を中心に活動したローマ楽派の代表的
作曲家で、曲のミサ曲、曲余のモテットなど、荘重で厳粛な無伴奏の宗
教曲を多数残し、“教会音楽の父”ともいわれる。パレストリーナというのは通称
で、出身地であるローマ近郊の村の名である。少年時代に地元の路上で、その美
声と音楽の才が司教の耳にとまったと伝えられる。年、即位した教皇ユリウ
スⅢ世に抜擢され、サン・ピエトロ大聖堂の礼拝堂楽長となり、年、イタリ
ア人として初めて「ミサ曲集第巻」を教皇に献呈して、名声を高めた。
その頃の教会音楽は、器楽を伴う複雑な多声音楽や、巷で流行のマドリガルその頃の教会音楽は、器楽を伴う複雑な多声音楽や、巷で流行のマドリガルが
持ち込まれ、華美・世俗に流れつつあった。一方で、年に宗教改革を起こし
たマルティン・ルターは、自ら会衆のための讃美歌を作り、改革の旗印とした。
そして、カトリック教会の内部改革が、教会音楽の分野にも及ぶことになった。
-年に北イタリアのトリエントで公会議が断続的に行なわれ、“聖歌は祈り
であり、複雑なポリフォニー音楽は不適切”という意見が大勢を占めた。そのと
きに、あるミサ曲が会議で演奏されて、意見が覆りポリフォニー音楽が認められ
たという。通説では、その曲がこの「教皇マルチェルスのミサ」だと伝えられたという。通説では、その曲がこの「教皇マルチェルスのミサ」だと伝えられて
いるが、これは伝説の域を出ない。
パレストリーナは、ジョスカン・デ・プレやラッススなど、フランドル楽派が
作り上げた通模倣によるポリフォニー様式を基礎として、それを厳格に整理・
簡素化し発展させ、和声的な要素を組み込み巧みに融合させた。不協和音を極
力回避して、常に協和音が鳴り続ける中を、順次進行の多い流麗な動きで音楽
が進む点が特徴的である。その技法は、後にパレストリーナ様式と呼ばれ、ルネ
サンス宗教音楽の集大成である古様式（stile antico）の頂点として、バッハが傾
倒するなど、後世の多くの著名な作曲家に影響を与えた。
「教皇マルチェルスのミサ」は、パレストリーナ様式を代表する最も有名「教皇マルチェルスのミサ」は、パレストリーナ様式を代表する最も有名な
作品で、年に出版された「ミサ曲集第巻」に収められている。年に
教皇に就任したマルチェルスⅡ世を祝してのものとされており、今日でも、ロ
ーマ教皇の戴冠式で歌われている。本日取り上げる曲のうち、Kyrieでは順次
進行を伴う典型的なポリフォニー、一転してGloriaでは、２群の交互唱のよう
な和声的進行、そしてSanctus/Hosannaでは、それらの融合という形で、６声
部（SATTBB）が透明感溢れる響きの世界で美しく展開する。　（石橋孝一）
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Ⅲ. ブラームス：　つの歌　作品 Ⅳ. モーツァルト：　証聖者の荘厳晩課 K.

ヨハネス・ブラームス（～）は、ドイツ・ロマン派を代表する作曲
家である。ハンブルクに生まれたブラームスは、コントラバス奏者であった父
親から音楽の手ほどきを受け、代でピアニストとしてデビューする。ウイー
ンに定住した代後半以降は作曲に専念し、歳で没するまでにつの交響曲を
始め、多数の管弦楽曲、室内楽曲、ピアノ曲、声楽曲など幅広い分野にわたり
珠玉の楽曲を残した。その作風は、彼の内省的な性格を反映し極めてロマン的
でありながら、同時にベートーヴェン以来の伝統に立つ古典派の色合いも強く
感じられる。感じられる。
合唱指揮者としても活躍したブラームスは、美しい混声合唱曲を数多く作曲し
た。クール・プリエールでは、昨年も取り上げた大曲「ドイツ・レクイエム」を
始め、「哀悼の歌」「運命の歌」、四重唱曲集「愛の歌」「ジプシーの歌」、
世俗合唱曲集など、過去年間で最も多く演奏してきたのがブラームスであ
る。今回演奏する「つの歌」は、彼が円熟の極みに達した代前半に書かれた
無伴奏の世俗合唱曲で、いずれもメランコリックなメロディーと和声の美し
さ、意味深い内容の歌詞とが相まって、ブラームスの真骨頂ともいえる名曲で
ある。第曲「夜警Ⅰ」は、愛の息吹によって目覚めた心臓の弱々しい鼓動がある。第曲「夜警Ⅰ」は、愛の息吹によって目覚めた心臓の弱々しい鼓動が次
第に力強くなっていく様が印象的。第曲「夜警Ⅱ」は、冒頭の「Ruhn sie?」
（みんな安らいでいるかい?）という、夜警の角笛を模倣した呼び掛けが消灯を
誘い、安らぎに包まれる。第曲「最後の幸福」は、冬に向け葉が一枚ずつ落ち
ていく悲しみが、一瞬の陽光への期待を挟む形で長く悲しい旋律で表されてい
く。第曲「失われた青春」は、ボヘミアの詩ならではの快活さの中に、老いて
失った若さは決して取り戻せないことを語っている。終曲「秋に」は、前曲の
複雑な感情がひとつになって、死期に向かう人間を冬に向かう秋に喩え、不複雑な感情がひとつになって、死期に向かう人間を冬に向かう秋に喩え、不穏
な旋律が度繰り返される。番目の詩で曲調が変わりクライマックスを迎え、
人生がもうすぐ終わることを知っている男の目に至福の涙が宿ることで、作品
は静かな長和音で終わる。
プリエールがこの作品を定演で取り上げるのは、年、年、年、
年に続き回目となる。年月に東京文化会館大ホールでの東京都民合唱コン
クールの招待演奏でこの曲を披露したのも思い出深い。高い表現力を要求され
るこの曲は、何度やっても難しく奥深さを感じるが、ドイツで修行を積まれた
齋藤先生の指揮の下、新たな気持ちで練習に取り組んできた。ブラームスの紡
ぎだすロマンティックな世界をご堪能いただければ幸いである。   （黒田篤郎）

齋藤先生をお迎えしての演奏会の最後は、モーツァルト（～）の「証
聖者の荘厳晩課 K.」で飾る。「晩課＝Vesperae」とは「夕べの祈り」のこと
で、カトリックの聖人祝日等では「荘厳晩課」として盛大におこなわれる。
パリでの就職活動に失敗したモーツァルトは、年に帰郷し、ザルツブルクパリでの就職活動に失敗したモーツァルトは、年に帰郷し、ザルツブルク大
司教コロレドの宮廷オルガニストに復職した。宮廷音楽家としての生活に不満を持
ちながらも、年には、「戴冠ミサK.」「荘厳ミサK.」ともう一つの
「Vesperae K.」を作曲した。そして、作曲家としては充実の時期を迎えてい
た年、歳のときに書かれたのが本日演奏する「Vesperae K.」である。こ
の曲には、その後の交響曲、オペラ、レクイエムで開花される要素が数多く詰まっ
ており、若き天才の面目躍如と言える。そしてこの曲は、翌年生まれ故郷を去るこ
とになるモーツァルトにとって、ザルツブルクでの最後の作品となった。とになるモーツァルトにとって、ザルツブルクでの最後の作品となった。
曲の構成は、「詩編」による曲と「マニフィカート（ルカ福音書）」の計曲
となっており、各曲の最後では、栄唱（Gloria patri～Amen）が歌われる。本日
の楽器編成は、モーツァルト自筆の総譜からオルガンのみ省略したものである。
習慣で入れることが多いトロンボーン本（コラ・パルテ）は使用しない。
第曲「主は言われる」 (Allegro vivace ハ長調  /) 、第曲「主をほめまつ
る」(Allegro 変ホ長調 /) 、第曲「幸いなるかな」（Allegro vivaceト長調 /) 
の曲で、モーツァルトは、合唱、ソロ、オケを自由自在に操って、弾むような快速
のテンポで次第に音楽を盛り上げていき、神の秩序を表すフーガへと導いていく。
第曲第曲「ほめたたえよ、しもべ達よ」 (ニ短調 /）は堂々たるフーガ。かの
「レクイエム」にも登場する、あまりにも有名なその主題は当時も良く知られた
もので、この曲のみテンポの指定がない。モーツァルトは、翌々年ウィーンでの
「バッハ体験」後、「交響曲第番」や「レクイエム」でフーガの傑作を書くの
だが、ザルツブルク時代で既に、この曲のように完成度の高いフーガを作曲して
いるのには驚きを禁じ得ない。複雑に絡み合うフーガをお楽しみ頂きたい。
第曲第曲「主をほめたたえよ」(Andante ma non poco sostenuto ヘ長調 /) で
は、オペラのアリアのように美しい大村博美のソプラノ・ソロが、人々に「主へ
の賛美」を呼びかける。そして、合唱が厳かに「Gloria...」と栄唱を歌って応じ
る。最後に、ソロと合唱が一緒になり「Amen」と静かに祈って終わる。
第曲第曲「我が心は主をあがめ」(Adagio～Allegro ハ長調　/）の冒頭、一転
して緊張感のある荘厳な前奏の後、合唱、ソプラノ・ソロが続き、最後はまる
でオペラの大団円か交響曲のフィナーレかのように、合唱、オケが絡み合い、
華やかに盛り上がる中で幕切れとなる。　　　　　　　　　　　（筒井丈雄）



東京藝大大学院修了後イタリア留学中にベルヴェデーレコンクールオペ
ラ部門（ウィーン）、ジャンフランコマズィ−ニオペラコンクール（イ
タリア／レッジョエミリア）等の国際コンクール入賞。拠点をフランス
に移しマルセイユ国際オペラコンクール優勝。欧米豪の歌劇場や音楽祭
で「蝶々夫人」、「オテロ」デズデモナ、「トロヴァトーレ」レオノー
ラ、「フィガロの結婚」伯爵夫人、難役として知られる「ノルマ」等、
常にソプラノの主役で活躍。プッチーニフェスティバル（イタリア／ト
ッレ・デル・ラーゴ）で年、年に年連続「蝶々夫人」、年ッレ・デル・ラーゴ）で年、年に年連続「蝶々夫人」、年に
「トスカ」で主演し喝采を浴びた。日本では新国立劇場「蝶々夫人」、
「ドン・カルロ」エリザベッタ等で大成功を収め、近年は東京二期会の
「蝶々夫人」、「トスカ」、「椿姫」、演奏会形式「ノルマ」等で喝采
を博す。コンサートの分野でも、ロンドン交響楽団とセントポール大聖
堂でブラームスの「ドイツ・レクイエム」ソロ、フランス国立管弦楽団
とパリのシャンゼリゼ劇場でメンデルスゾーンの「真夏の夜の夢」ソロ
を務める等高い評価を受ける。東京交響楽団とのベートーヴェン第九を務める等高い評価を受ける。東京交響楽団とのベートーヴェン第九の
CD、オペラオーストラリアから違う演出で本の蝶々夫人のDVDが発
売中。クール・プリエールとは、今回で回目の共演となる。

大村 博美
（ソプラノ独唱）

OMURA Hiromi 
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齋藤 友香理（指揮）  SAITO Yukari
東京都出身。桐朋女子高等学校音楽科を経て、桐朋学園大学ピアノ科卒業後、同大学の東京都出身。桐朋女子高等学校音楽科を経て、桐朋学園大学ピアノ科卒業後、同大学の科
目履修生『指揮』に在籍し、黒岩英臣、高関健、梅田俊明の各氏に師事した。年から
はローム ミュージック ファンデーションの指揮セミナーで小澤征爾、湯浅勇治、三ツ石
潤司各氏の指導を受ける。その後小澤征爾氏により指揮研修生に選ばれ、特別レッスンを
受講する。そして年月にサイトウ・キネン・フェスティバル松本(現セイジ・オザワ
松本フェスティバル)で青少年のためのオペラ「ヘンゼルとグレーテル」を指揮し、オペ
ラデビューを果たした。また同年からは一年間、公益財団法人　新日鉄住金文化財団「指
揮研究員」として紀尾井ホール室内管弦楽団および東京フィルハーモニー交響楽団で研揮研究員」として紀尾井ホール室内管弦楽団および東京フィルハーモニー交響楽団で研鑽
を積む。年月からはドイツのドレスデンに拠点を移し、ドレスデン音楽大学大学院
指揮科に在籍、G.C.ザンドマン教授に師事し、修了。その間、ドレスデン音楽祭総監督で
あるヤン・フォーグラーの推薦によりモーリッツブルグ音楽祭に招かれ、ハインリヒ・シ
フのアシスタント指揮者を務める。年、第回ブザンソン国際指揮者コンクールで聴
衆賞とオーケストラ賞を同時受賞。年にはリール国立管弦楽団を指揮し欧州デビュー
を果たす。また年には、ウィーンのトーンキュンストラー管弦楽団との公演におい
て、ダニエル・オッテンザマーと共演。年～月にはバイエルン州立歌劇場で上演さて、ダニエル・オッテンザマーと共演。年～月にはバイエルン州立歌劇場で上演さ
れたワーグナー「パルジファル」で、音楽監督キリル・ペトレンコのアシスタントを務め
た。これまでに読売日本交響楽団、東京交響楽団、東京フィルハーモニー交響楽団、日本
フィルハーモニー交響楽団、群馬交響楽団、大阪フィルハーモニー交響楽団、日本センチ
ュリー交響楽団、兵庫県立芸術文化センター管弦楽団、九州交響楽団を指揮。
黒岩英臣に師事していた-年、クール・プリエール定期演奏会で練習伴奏・練習指
揮を務めた。昨年、当団の前常任指揮者、黒岩英臣の勇退に伴い、その後任に就任。

プロフィール

『君はこうなると信じていたよ』

ブザンソンのコンクールでファイナルまでいったこブザンソンのコンクールでファイナルまでいったこと
を先生にお伝えしたとき、くださったこの言葉に涙を流
してから約年。今、私は、先生が大切になさってきた
クール・プリエールの常任指揮者として、舞台に立ちま
す。指揮を学んだ最初の師匠である黒岩英臣先生から襷
を頂き、伝統を大事にしつつ、クール・プリエールの皆
さんと新たな音楽を探していく旅が始まることに、身が
引き締まり、そして心が躍ります。引き締まり、そして心が躍ります。

ご来場の皆様とともに、私達の音楽が心に残るものに
なりますように。　　　　　　　　　　

小澤征爾指揮「スペードの女王」でデビュー。藤原歌劇団、日本オペラ協会、新国
立劇場、東京室内歌劇場、日本オペレッタ協会など多くの舞台に出演。「夕鶴」を
国内で回、ローマ、パリ、ハノイ公演の他、池辺晋一郎作曲「おしち」のプロデ
ュース主演で成功する。ルーマニア「蝶々夫人」、シンガポール、ソウル、上海、
台湾などに招聘され国内外で活躍。近年、日本オペラ協会「春琴抄」の春琴、「静
と義経」の北条政子、「死神」のたつ、金沢にて「卒塔婆小町」で小町と老婆両役
を好演。藤原歌劇団団員。日本オペラ協会会員。日本ロッシーニ協会運営委員。日
本演本演奏連盟会員。CD「永遠に」「宵待草」「歌に生き 恋に生き」発売中。

京都大学卒業。尚美学園ディプロマ首席修了。東京二期会公演「こうもり」でデビュ
ー。その後、渡欧し約年間イタリアを中心に世界約ヵ国で回以上オペラに出
演。ミラノ・スカラ座、ヴェローナ野外劇場、ベルリン・ドイチュオーパーなどオー
ディション合格。年にはトリノ王立歌劇場「マノン・レスコー」(プッチーニ作曲)
初演周年記念テノールに選出される。マリオ・デル・モナコ国際コンクール最高
位、ベッリーニ国際コンクール入賞。声楽をP.ヴェントゥーリ、P.M.フェラーロ、C.
ベルゴンツィ、F.コレルリの各氏に、演技・演出論をP.トレヴィージ、音楽理論・指
揮法揮法をS.P.アマート氏に師事する。関西二期会会員。元プリエール団員、昨年復帰。

年東京出身。年より桐朋学園女子高等学校音楽科（共学）にて声楽
を専攻する他、特別副科として指揮法を学ぶ。桐朋学園大学卒業。同大学研究
科修了。小澤征爾音楽塾オペラ・プロジェクト XI 歌劇「蝶々夫人」などに出
演する他、日本各地でソリスト、合唱指揮やボイストレーニングをつとめ、現
在は私立暁星小学校音楽科主任と聖歌隊の指導にあたる。声楽を加賀清孝氏、
指揮を山本七雄氏に師事。クール・プリエールとは、年、年以来、回
目の共演となる。

山口 統央
    （バス独唱）　
  YAMAGUCHI Nobuo

千代崎 元昭
 （テノール独唱）
  CHIYOZAKI Motoaki

家田 紀子
 （アルト独唱）
 IEDA Noriko
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　　バッハ「ミサ曲ロ短調」
ラッスス「エレミア哀歌」より聖木曜日の哀歌、三善晃「嫁ぐ娘に」、ブルックナー「ミサ曲第2番」
モンテヴェルディ「愛する女の墓に流す恋人の涙」、ブラームス「5つの歌」Op.104、スカルラッティ「悲しみの聖母」、他
ジョスカン・デ・プレ「悲しみの聖母」、サン・サーンス「夜の静けさ」、リスト「主の祈り」、バッハ「モテット第3番」、他
パレストリーナ「悲しみの聖母」、ディンディア、プーランク「悔悟のための4つのモテット」、フォーレ「レクイエム」、他
パレストリーナ/ヴィクトリア、ジェズアルド、デュルフレ、バルトーク「4つのスロバキア民謡」、ブラームス「ジプシーの歌」
パレストリーナ/ヴィクトリア、ブリテン「聖セシリア賛歌」、コダーイ「初聖体拝領」、バッハ「モテット第1番」、他パレストリーナ/ヴィクトリア、ブリテン「聖セシリア賛歌」、コダーイ「初聖体拝領」、バッハ「モテット第1番」、他
ジョスカン・デ・プレ、タリス、イェイロ、コダーイ「音楽の作り手」、シューマン「スペインの愛の歌」、ブラームス「新・愛の歌」
ヴィクトリア「聖週間の応唱集」より、マレンツィオ「むごいアマリリ」他、ブラームス「ドイツ・レクイエム」
ヴィクトリア「エレミアの哀歌」より、マクミラン「ミゼレーレ」、ブルックナー・モテット集、マルタン「二重合唱のためのミサ」
ヴィクトリア、モンテヴェルディ「アリアンナの嘆き」、ピツェッティ「レクイエム」、ブラームス「四重唱曲集」作品31、64　
ヴィクトリア、バルト三国合唱曲（ペルト、他）、フォーレ合唱曲集「魔神」「ラシーヌの雅歌」他、ブラームス「哀悼の歌」
ヴィクトリア、ブラームス「マリアの歌」、フォーレ歌曲（独唱：大村博美）、プーランク「スターバト・マーテル」抜粋、他
ラッスス「エレミア哀歌」、ラッスス「エレミア哀歌」、ラインベルガー/ベルク/ディストラー、ブラームス「運命の歌」、ブラームス「愛の歌」抜粋
ヴィクトリア宗教曲集「イエスへの甘美なる思い」他、コダーイ合唱曲集、ブラームス「ドイツ・レクイエム」

クール・プリエール（合唱）     Choeur Prière
年、東大柏葉会現役・OBが中心になり創立。年より黒岩英臣を常任指揮者に迎え、繊細なア
ンサンブルを目指し再編成、以来余年にわたり、祈りと情熱に溢れる氏の薫陶を受ける。 昨年、氏の
勇退に伴い、後任の常任指揮者に齋藤友香理を招聘、円熟のアンサンブルに"新たな風"を迎える。ルネ
サンス期の宗教曲・世俗曲、ロマン派から近現代にいたるヨーロッパのア・カペラ合唱曲が主なレパー
トリー。団名の通り「Choeur（合唱）Prière（祈り）」を表現できる合唱団を目指している。年都
民コンクール第一部門第一位、年～年宝塚国際室内合唱コンクール銅賞、年東京ヴォーカ
ルアンサンブルコンテスト一般の部金賞など。今回が、齋藤友香理の常任指揮者就任最初の定期演奏会
となとなる。　https://www.choeurpriere.com/　

《年定期演奏会のお知らせ》来年は月開催です。
第回定期演奏会　年月日（日）:pm 浜離宮朝日ホール
　 お問合わせ   email: info@choeurpriere.com　　　          ホームページ：  

     練習日：毎週土曜午後　練習場所：東急東横沿線 (目黒区周辺)　見学歓迎

《近年の定期演奏会（第回以降）》会場は浜離宮朝日ホール、回のみ石橋メモリアルホール

（表紙・イラストデザイン：菱沼彩子） 
10 11

秋場 一宏 （ティンパニ）　AKIBA Kazuhiro
北海道雨竜町出身。洗足学園短期大学卒業。日
本フィルなど多数の演奏会に出演。ジャンルを
問わず活動、打楽器グループPPPメンバー。

金子 美保（トランペット） KANEKO Miho
東京藝術大学卒業、ソフィア王妃高等音楽院修
了。日本音楽コンクール第位、東京音楽コン
クール入選他。

伊藤 梢（ヴァイオリン） ITO Kozue
桐朋女子高音楽科、同大学音楽学部を経て
同大学カレッジディプロマコース修了。日
本弦楽指導者協会関東支部所属。

奈良原 裕子（ヴァイオリン） NARAHARA Yuko
桐朋学園大学、Boston Conservatoryを卒業。
現在プロオーケストラやレコーディング等で
演奏活動をしている。

下川 朗（コントラバス） SHIMOKAWA Rou 
桐朋学園大学卒業後、札幌交響楽団コントラ
バス奏者。コンクール受賞歴多数。オーケス
トラ奏者、ソリストとして活動。犬派。

木村 卓巳（ファゴット） KIMURA Takumi
桐朋学園大学卒業。桐朋オーケストラ・アカ
デミー研修課程修了。一般社団法人アマービレ
フィルハーモニー管弦楽団ファゴット奏者。

鶴田 麻記（トランペット） TSURUTA Maki
東京藝術大学卒業。元札幌交響楽団副首席奏
者。現在コンサートイマジン所属アーティス
トとして東京で活動中。

安井 総太郎（チェロ） YASUI Sotaro
千葉県立東葛飾高等学校卒業。桐朋学園大学
音楽学部、同大学院音楽研究科修士課程修了。
チェロを﨑野敏明氏、毛利伯郎氏に師事。

金子 都（ヴァイオリン） KANEKO Miyako
桐朋学園大学卒業。桐朋オーケストラ・アカ
デミー研修課程修了。現在、関東を中心にソ
ロ、室内楽等の演奏活動を行う。

山根 あずさ（ヴァイオリン）YAMANE Azusa
桐朋学園大学卒業。桐朋オーケストラ・アカ
デミー研修課程修了。現在オーケストラ、室
内楽を中心に各地で演奏活動を行っている。

プリエール室内オーケストラ
今回の定演のために結成された室内オーケストラ。昨年伴奏した桐朋学園卒の若手弦楽四重奏メンバーを主体に、第一線
で活躍する実力派で構成。第バイオリンの山根あずさがコンサート・ミストレスを務める。

出演団員　Members 　 〇：幹事長、◇：団内指揮者、☆：賛助出演）


